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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
第
一
回
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
報
告
書
の
国
会
提
出
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
の
概
要
を
記
載
し
た
報
告
書
に
つ
い

て
は
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
年
七
月
二
十
七
日
に
国
会
に
提
出
し
た
。

三
に
つ
い
て

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
の
概
要
を
記
載
し
た
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
法
第
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
議
長

は
、
協
議
の
場
の
終
了
後
遅
滞
な
く
、
（
中
略
）
作
成
し
、
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
議
長
と
副
議
長
と
の
調
整
等
の
所
要
の
手
続
が
終
了
し
た
後
、
速
や
か
に
国
会
に
提
出
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

平
成
二
十
三
年
六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
の
概
要
を
記
載
し
た
報
告
書
は
、
同
項

の
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
終
了
後
遅
滞
な
く
国
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

一



平
成
二
十
三
年
六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
い
て
協
議
が
調
っ
た
事
項
は
、
「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
運
営
規
則
」
及
び
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
運
営
に
要
す
る
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
」
を
決
定
し
た
こ
と
並
び

に
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
つ
い
て
分
科
会
を
活
用
し
て
話
合
い
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

二


